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文化交流会 

中国の伝統のお菓子づくりを皆で体験 
 

９月
がつ

24日
か

東
ひがし

区
く

民
みん

センター実
じっ

習
しゅう

室
しつ

にて文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

会
かい

を開
かい

催
さい

しました。

帰
き

国
こく

者
しゃ

24名
めい

、支
し

援
えん

者
しゃ

8名
めい

が参
さん

加
か

し、

中
ちゅう

国
ごく

の揚
あ

げ菓
が

子
し

「サチマ」をつくり

ました。 

 

短
みじか

めの短
たん

冊
ざ く

切
ぎ

りにした生
き

地
じ

を油
あぶら

で揚
あ

げます。 

黒
くろ

ゴマとレーズンを混
ま

ぜ、シロッ

プを絡
から

めて型
かた

に詰
つ

め、冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

で冷
ひ

やします。 

切
き

り分
わ

けたら、サチマの完
かん

成
せい

！ 

サチマは、見
み

た目
め

は日
に

本
ほん

のおこしのようで、味
あじ

はカリカ

リとしてかりん糖
とう

に似
に

たお菓子です。なかなか思
おも

うよう

に固
かた

まらないなどの苦
く

労
ろう

もありつつ、中
ちゅう

国
ごく

の伝
でん

統
とう

的
てき

なお

菓
か

子
し

をつくり上
あ

げるというひとつの体
たい

験
けん

を、みんなで共
きょう

有
ゆう

することができました。ちなみに、ロシアにもチャクチ

ャクと呼
よ

ばれるとてもよく似
に

たお菓
か

子
し

があります。 

出
で

来
き

上
あ

がったお菓
か

子
し

は、ラッピングして同
どう

日
じつ

の午
ご

後
ご

に

行
おこな

われた文
ぶん

化
か

祭
さい

で配
くば

られました。 

http://www.hokkaido-sien-center.jp/
mailto:hokkaidocenter@dosyakyo.or.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

会
かい

が行
おこな

われ

た９月
がつ

24日
か

の午
ご

後
ご

には、

東
ひがし

区
く

民
みん

センター大
だい

ホー

ルにて「中
ちゅう

国
ごく

・樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

文
ぶん

化
か

祭
さい

」を開
かい

催
さい

。帰
き

国
こく

者
しゃ

38名
めい

、支
し

援
えん

者
しゃ

18名
めい

が参
さん

加
か

し、太
たい

極
きょく

拳
けん

や歌
うた

など帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんの文
ぶん

化
か

活
かつ

動
どう

教
きょう

室
しつ

等
とう

での成
せい

果
か

が披
ひ

露
ろう

されました。また、文
ぶん

化
か

体
たい

験
けん

としてクラウンパフ

ォーマーTeTe さんのミ

ニサーカスを鑑
かん

賞
しょう

しま

した。 

培われた文化と日頃の取り組みを披露 
 TeTe さんのパントマイム、ジ

ャグリングなどを組
く

み合
あ

わせた楽
たの

しいパフォーマンスに、会
かい

場
じょう

から

は拍
はく

手
しゅ

と笑
わら

い声
ごえ

が湧
わ

き起
お

こりまし

た。玉
たま

乗
の

りしながらの縄
なわ

跳
と

びは、ま

さに圧
あっ

巻
かん

でした。 

 また会
かい

場
じょう

には手
しゅ

芸
げい

などの帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんの作
さく

品
ひん

が展
てん

示
じ

され、

帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんが日
ひ

頃
ごろ

とり組
く

ん

でいること、またその置
お

かれた状
じょう

況
きょう

の中
なか

で培
つちか

ってきた文
ぶん

化
か

を垣
かい

間
ま

見
み

るひとときとなりました。 

 

中国・樺太帰国者文化祭 

 



 

 奈
な

良
ら

エレーナさん、セルゲイさん夫
ふう

婦
ふ

は昨
さく

年
ねん

12月
がつ

にサハリンから永
えい

住
じゅう

帰
き

国
こく

し、札
さっ

幌
ぽろ

での生
せい

活
かつ

を始
はじ

めました。エレーナさんのお母
かあ

さんが先
さき

に

帰
き

国
こく

しており、高
こう

齢
れい

となったお母
かあ

さんのために日
に

本
ほん

に行
い

くことを決
けっ

心
しん

し

ました。サハリンにいる間
あいだ

、お母
かあ

さんのことがいつも心
しん

配
ぱい

だったと言
い

い

ます。エレーナさん、セルゲイさんには二
ふ

人
たり

のお子
こ

さんがいるため、子
こ

どもたちを置
お

いて永
えい

住
じゅう

帰
き

国
こく

するという決
けつ

断
だん

は簡
かん

単
たん

なことではありませ

んでした。すでに自
じ

立
りつ

しているとはいえ、やはり子
こ

どものことは気
き

にか

かると言
い

います。それでも今
いま

はお母
かあ

さんのそばで、お母
かあ

さんが安
あん

心
しん

して暮
く

らせるようにできることが嬉
うれ

しい

と言
い

います。お母
かあ

さんのお世
せ

話
わ

をしつつ、日
に

本
ほん

語
ご

を習
しゅう

得
とく

する、これが二
ふた

人
り

の現
げん

在
ざい

の目
もく

標
ひょう

です。 
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帰
き

国
こく

者
しゃ

の高
こう

齢
れい

化
か

が進
すす

んでいます。認
にん

知
ち

症
しょう

など高
こう

齢
れい

による病
びょう

気
き

や介
かい

護
ご

の問
もん

題
だい

は、

皆
みな

に起
お

こり得
う

る問
もん

題
だい

です。当
とう

センターでは 2017年
ねん

から「医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

」クラスを

開
かい

講
こう

し、高
こう

齢
れい

化
か

に伴
ともな

う病
びょう

気
き

や介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

等
とう

について学
まな

んできました。この「医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

」クラスの特
とく

別
べつ

講
こう

座
ざ

として、９月
がつ

２
ふつ

日
か

「札
さっ

幌
ぽろ

認
にん

知
ち

症
しょう

の人
ひと

と家
か

族
ぞく

の会
かい

」の

大
おお

野
の

孝
たかし

会
かい

長
ちょう

を招
まね

き、「認
にん

知
ち

症
しょう

の理
り

解
かい

とご家
か

族
ぞく

への支
し

援
えん

について」というテーマで、

お話
はなし

を聞
き

きました。上
じょう

手
ず

に楽
たの

しく介
かい

護
ご

するにはどうしたらいいのか、会
かい

長
ちょう

自
じ

身
しん

の

介
かい

護
ご

の体
たい

験
けん

を交
まじ

えつつ、語
かた

ってもらいました。大
おお

野
の

会
かい

長
ちょう

は、「介
かい

護
ご

する家
か

族
ぞく

がたど

る 4つのステップ（戸
と

惑
まど

い、怒
いか

り、あきらめ、受
じゅ

容
よう

）」があると言
い

います。「あきらめ」の段
だん

階
かい

にまで来
く

れば、

「状
じょう

況
きょう

は変
か

わらずとも問
もん

題
だい

としては軽
かる

くなる」のですが、やはり、そこに至
いた

るまでの過
か

程
てい

が大
たい

変
へん

です。大
おお

野
の

会
かい

長
ちょう

は、「介
かい

護
ご

者
しゃ

が幸
しあわ

せでなければ、介
かい

護
ご

を受
う

ける本
ほん

人
にん

も幸
しあわ

せではない」と言
い

い、ひとりで抱
かか

え込
こ

まず介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

を上
じょう

手
ず

に利
り

用
よう

し、社
しゃ

会
かい

とのつながりを保
たも

つこと、同
おな

じ立
たち

場
ば

にある人
ひと

たちと励
はげ

ましあうことが重
じゅう

要
よう

だ

と語
かた

りました。 
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実
じっ

際
さい

に介
かい

護
ご

にあたっていた帰
き

国
こく

者
しゃ

にお話
はなし

を聞
き

きました。 

樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

2世
せい

の S さんは、お父
とう

さんと同
どう

居
きょ

し、昨
さく

年
ねん

看
み

取
と

るまで在
ざい

宅
たく

介
かい

護
ご

を続
つづ

けてきま

した。3年
ねん

余
あま

りの介
かい

護
ご

生
せい

活
かつ

は、父
ちち

親
おや

を改
あらた

めて知
し

る機
き

会
かい

であったとＳさんは言
い

います。幸
さいわ

い

お父
とう

さんに認
にん

知
ち

症
しょう

の症
しょう

状
じょう

はほとんどなく、意
い

志
し

の疎
そ

通
つう

も最
さい

後
ご

まですることができました。デイサービスや

医
い

師
し

の訪
ほう

問
もん

診
しん

療
りょう

を受
う

ける体
たい

制
せい

は、市
し

の支
し

援
えん

・相
そう

談
だん

員
いん

や自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

通
つう

訳
やく

の助
たす

けによって整
ととの

えられました。 

 介
かい

護
ご

をしてゆく中
なか

で、異
い

性
せい

であること、それまでの父
ちち

と娘
むすめ

の在
あ

り方
かた

が変
へん

化
か

し、厳
きび

しかった父
ちち

親
おや

の別
べつ

の側
そく

面
めん

を見
み

ることになったことなど、お互
たが

いに辛
つら

い思
おも

いをすることもありました。S さんの介
かい

護
ご

を受
う

けて、お父
とう

さ

んが泣
な

いたこともあるそうです。 

Ｓさんに、子
こ

どもの世
せ

話
わ

にはなりたくない、あるいは他
た

人
にん

からの助
たす

けは受
う

けたくない、という人
ひと

もいます

が、どう思
おも

いますか、と問
と

いかけたところ「他
た

の人
ひと

を批
ひ

判
はん

することはできないけれど、それは人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

、信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

の問
もん

題
だい

ではないか」という答
こた

えが返
かえ

ってきました。「父
ちち

は私
わたし

を信
しん

頼
らい

してくれました。介
かい

護
ご

生
せい

活
かつ

は家
か

族
ぞく

との信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

を改
あらた

めて築
きず

くときでした。夫
おっと

も支
ささ

えてくれたので、夫
おっと

に対
たい

する私
わたし

の見
み

方
かた

も変
か

わりました。ま

た支
し

援
えん

にあたった人
ひと

もみな信
しん

頼
らい

できる人
ひと

たちでした」。そして、「外
そと

からの支
し

援
えん

があったからこそ、疲
つか

れ切
き

っ

てしまって、もうこれ以
い

上
じょう

無
む

理
り

だと思
おも

ったことはなかった」、「外
そと

からの支
し

援
えん

なしには在
ざい

宅
たく

介
かい

護
ご

を続
つづ

けていく

ことは不
ふ

可
か

能
のう

」と言
い

います。最
さい

後
ご

に Sさんは、「父
ちち

のそばにいることができたことを感
かん

謝
しゃ

し、また助
たす

けてくれ

たすべての方
かた

々
がた

に心
こころ

から感
かん

謝
しゃ

します」と結
むす

びました。 

奈良セルゲイさん、奈良エレーナさん 

大野孝会長 



 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 11 日 健康運動 

11 月 12 日 介護予防運動 

（手稲前田） 

11 月 17 日 介護予防運動 

（もみじ台） 

11 月 18 日 健康運動 

（ふまねっと） 

11 月 25 日 健康運動 

 

12 月 2 日 健康運動 

12 月 9 日 健康運動 

12 月 10 日 介護予防運動 

（手稲前田） 

12 月 16 日 健康運動 

（ふまねっと） 

12 月 22 日 介護予防運動 

（もみじ台） 

12 月 23 日 健康運動 

1 月 14 日 介護予防運動 

（手稲前田） 

1 月 20 日 健康運動 

（ふまねっと） 

1 月 26 日 介護予防運動 

（もみじ台） 

1 月 27 日 健康運動 

 

 

稚内・地域生活支援推進事業 

おなじみの和食を自分たちの手で 

稚
わっか

内
ない

日
にち

ロ
ろ

経
けい

済
ざい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

による９月
がつ

の行
ぎょう

事
じ

は「日
に

本
ほん

の食
しょく

文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶ会
かい

」。9月
がつ

19日
にち

稚
わっか

内
ない

市
し

総
そう

合
ごう

勤
きん

労
ろう

者
しゃ

会
かい

館
かん

で開
かい

催
さい

され、樺
から

太
ふと

帰
き

国
こく

者
しゃ

7名
めい

が参
さん

加
か

しました。北
ほっ

海
かい

道
どう

栄
えい

養
よう

士
し

会
かい

宗
そう

谷
や

支
し

部
ぶ

の舩
ふな

木
き

ち

えさんを講
こう

師
し

に迎
むか

え、おでん、どら焼
や

き、みそ焼
や

きライスの3
み

品
しな

のつくり方
かた

を学
まな

びました。 

 

今
こん

回
かい

のメニューのほとんどは、帰
き

国
こく

者
しゃ

のみなさんにとって食
た

べたことはあっても、つくったことはな

いものでした。おでんは日
に

本
ほん

人
じん

にとってお馴
な

染
じ

みの料
りょう

理
り

ですが、出
だ

汁
し

の取
と

り方
かた

のほか、面
めん

取
と

りをした

り、だいこんは下
した

ゆでをして味
あじ

を浸
し

み込
こ

みやすくするなど、基
き

本
ほん

から丁
てい

寧
ねい

に教
おし

えてもらうことができま

した。おでんに入
い

れる練
ね

り物
もの

などは初
はじ

めて見
み

たという人
ひと

もいました。やはり初
はじ

めてつくるどら焼
や

きは、

ホイップクリームやフルーツでアレンジしました。みそ焼
や

きライスは、栄
えい

養
よう

士
し

の先
せん

生
せい

が勤
つと

める保
ほ

育
いく

園
えん

で

おやつとして出
だ

しているもので、ごはん、小
こ

麦
むぎ

粉
こ

、みそ、砂
さ

糖
とう

、水
みず

を混
ま

ぜ合
あ

わせた生
き

地
じ

をフライパンで

焼
や

いてつくります。もちもちとした食
しょっ

感
かん

でおいしいと好
こう

評
ひょう

でした。 

 

 

健康運動を大きな会場で！ 

11月・12月・１月の予定 

 

８月
がつ

から始
はじ

まった健
けん

康
こう

運
うん

動
どう

教
きょう

室
しつ

が 10月
がつ

から広
ひろ

い会
かい

場
じょう

で行
おこな

わ

れるようになりました。タブレットによる音
おん

楽
がく

療
りょう

養
よう

コンテンツ

「健
けん

康
こう

王
おう

国
こく

」を使
つか

い、座
すわ

ったままで行
おこな

うトレーニング、手
て

指
ゆび

を使
つか

う運
うん

動
どう

、お口
くち

の体
たい

操
そう

、脳
のう

トレクイズなどを行
おこな

っています。 

 

編集後記：今号もまた帰国者のみなさんを始めとする方々にご協力いただきました。毎号完成させるたびに、自分自身が空っぽになった

気がしますが、また満たされてゆくのも周囲の方々のおかげであることを思わせられます。 


